
  
町長発！

　
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
田
ん
ぼ
の
稲

も
ス
ク
ス
ク
と
生
育
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
本
町
の
農
業
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。

　
本
町
の
農
業
は
、
山
間
地
で
日
当
た

り
が
悪
く
零
細
な
圃
場
が
多
い
た
め
、
稲

作
を
主
体
に
白
ネ
ギ
や
ソ
バ
な
ど
の
転
作

作
物
等
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
農

業
生
産
が
主
流
で
す
。
近
年
は
、
農
家

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
が

困
難
な
圃
場
が
増
え
、
中
核
的
な
担
い

手
で
あ
る
農
業
法
人
組
織
へ
の
農
地
の

集
積
と
作
業
の
委
託
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
を
何
と
か
抑
え
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
農
業
法
人
の
一
つ
で
あ
る
有
限
会
社

若
桜
農
林
振
興
は
、
町
が
約
９
割
を
出

資
し
て
お
り
、
町
内
の
農
地
の
維
持
や
農

業
生
産
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
昨
年
、
認

定
農
業
者
の
資
格
を
取
得
し
、
農
業
機

械
の
整
備
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
を
図

り
つ
つ
、
営
農
活
動
を
本
格
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
耕
作
面
積
は
毎
年
増
え
て
い

ま
す
が
、
営
農
部
門
の
経
営
は
、
米
価
の

低
迷
や
肥
料
、
農
薬
、
燃
料
、
資
材
費
な

ど
の
高
騰
・
高
止
ま
り
に
よ
り
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
今

年
、
集
落
営
農
組
織
「
糸
白
見
」
の
農

地
を
引
き
継
ぎ
、
耕
作
面
積
が
倍
増
す

る
た
め
、
収
量
が
大
幅
に
増
え
る
米
の

販
路
開
拓
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
桜
農
林
振
興
は
、
町
の
精

米
施
設
や
エ
ゴ
マ
加
工
施
設
の
指
定
管

理
を
受
け
、
若
桜
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
エ

ゴ
マ
商
品
の
特
産
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
味
工
房
の
管
理
運
営
も
担
い
、

豆
腐
、
山
菜
お
こ
わ
、お
や
き
な
ど
の
人

気
商
品
の
加
工
販
売
を
行
う
ほ
か
、
林

道
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
除
草
作
業

も
町
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

決
算
で
は
、こ
う
し
た
複
合
経
営
で
何
と

か
最
終
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
町

の
農
業
の
最
後
の
砦
と
し
て
の
重
責
を

期
待
さ
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
経
営
体

制
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
さ
て
、
先
の
通
常
国
会
で
は
、
今
後

の
農
業
の
方
向
性
を
指
し
示
す
改
正
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
伴
う
世
界
の
食
料
需
給
の
変
動
、
地

球
温
暖
化
の
進
行
、
我
が
国
の
人
口
減

少
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の

変
化
を
受
け
、
改
正
法
に
は
、
食
料
安

全
保
障
の
確
保
、
環
境
と
調
和
の
取
れ

た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
農
業
の
持
続

的
な
発
展
、
農
村
の
振
興
な
ど
の
目
標

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
よ
う

な
山
間
地
農
業
の
課
題
に
対
し
て
、
今

後
国
が
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中
で
ど

の
よ
う
な
処
方
箋
が
示
さ
れ
る
の
か
、
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氷
ノ
山
か
ら

　
鳥
取
市
内
で
は
毎
日
35
℃
が
当

た
り
前
と
い
っ
た
酷
暑
の
年
が
続

い
て
い
ま
す
。
で
は
ど
う
や
っ
て

暑
い
夏
を
や
り
過
ご
す
か
？
　
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
喉
の
渇

き
を
感
じ
る
前
に
水
分
補
給
を
す

る
こ
と
、
ま
た
汗
で
体
内
の
塩
分

が
多
量
に
排
出
さ
れ
る
の
で
塩
分

の
補
給
も
大
切
で
す
。
私
も
梅
雨

の
頃
に
登
山
を
し
て
頂
上
を
目
前

に
足
が
上
が
ら
な
い
、
目
眩
が
す

る
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
登
頂
を

断
念
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中

腹
ま
で
下
山
し
て
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
た
ら
シ
ャ
キ
ッ
と
し
ま
し
た
の

で
や
は
り
塩
分
不
足
が
原
因
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
中
は
暑

い
の
で
農
作
業
な
ど
を
朝
夕
に
す

る
方
も
多
い
こ
と
で
す
が
、
特
に

夕
方
は
気
温
が
落
ち
切
ら
な
い
ま

ま
湿
度
は
急
激
に
上
が
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
　

　
若
桜
町
な
ら
で
は
の
避
暑
が
沢

遊
び
で
す
。
つ
く
よ
ね
の
ワ
サ
ビ

谷
で
は
真
夏
で
も
水
温
が
12
℃
、

諸
鹿
渓
谷
は
15
℃
く
ら
い
で
水
量

も
豊
か
で
す
。
安
全
に
十
分
配
慮

を
し
て
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
　
響
の
森
で
は
「
大

人
の
趣
味
講
座
　
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
！
」
を
7
月
13

日
に
行
い
ま
す
。
ま
た
家
族
や
職

場
の
仲
間
で
参
加
で
き
る
エ
コ
ツ

ア
ー
で
の
沢
登
り
も
あ
り
ま
す
の

で
こ
の
夏
は
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
響
の
森

 

自
然
解
説
専
門
員
　
松
平
　
直
彦▲ 諸鹿渓谷で沢遊び

「
沢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
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